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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）効果的なマイクロエマルションを形成する量の水；
　（ｂ）（ｉ）１～２０分子のエチレンオキシド単位を有するＣ６～２４アルコールエト
キシレート界面活性剤；
　　　　（ｉｉ）重合度が１～１０であるＣ６～２４アルキルポリグリコシド界面活性剤
；
を含有し、ここで、
　　　　（ｉｉｉ）前記アルコールエトキシレート界面活性剤と前記アルキルポリグリコ
シド界面活性剤とが、１：４～４：１の重量比で供給されている、
効果的なマイクロエマルションを形成する量の非イオン性界面活性剤混合物；及び
　（ｃ）２２℃での水溶性が１ｗｔ％未満の、効果的なマイクロエマルションを形成する
量の油、
を含有しており、且つアニオン性界面活性剤を含有していない、マイクロエマルション洗
浄組成物であって、
　前記非イオン性界面活性剤混合物の前記油に対する割合が３：１以上であり、そして１
ｃｍのセルに入った前記マイクロエマルション洗浄組成物を通る可視光の透過率が、１ｃ
ｍのセルに入った脱イオン水を通る可視光の透過率の少なくとも９０％である、前記マイ
クロエマルション洗浄組成物。
【請求項２】
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　前記アルコールエトキシレート界面活性剤が、４～６分子のエチレンオキシド単位を有
するＣ１２～１５アルコールエトキシレートを含む、請求項１に記載のマイクロエマルシ
ョン洗浄組成物。
【請求項３】
　前記アルキルポリグリコシド界面活性剤が、重合度が１～５のＣ８～１２アルキルポリ
グリコシド成分を含む、請求項１に記載のマイクロエマルション洗浄組成物。
【請求項４】
　前記マイクロエマルション洗浄組成物の使用溶液の温度を変化させて前記使用溶液中の
マイクロエマルションを相転換させ、そして前記マイクロエマルションを油層と水層に分
離させる工程；
　前記油層を取り出す工程；及び
　前記非イオン性界面活性剤混合物を使用して、前記マイクロエマルション洗浄組成物を
再び作る工程
を含む、請求項１～３のいずれか１項に記載のマイクロエマルション洗浄組成物の製造方
法。
【請求項５】
　マイクロエマルション洗浄組成物を疎水性の汚れを有する物品に接触させることを含む
、物品から疎水性の汚れを除去する方法であって、
　前記マイクロエマルション洗浄組成物が、
　（ａ）効果的なマイクロエマルションを形成する量の水；
　（ｂ）（ｉ）１～２０分子のエチレンオキシド単位を有するＣ６～２４アルコールエト
キシレート界面活性剤；
　　　　（ｉｉ）重合度が１～２０であるＣ６～２４アルキルポリグリコシド界面活性剤
；
を含有し、ここで、
　　　　（ｉｉｉ）前記アルコールエトキシレート界面活性剤と前記アルキルポリグリコ
シド界面活性剤とが、１：４～４：１の重量比で供給されている、
効果的なマイクロエマルションを形成する量の非イオン性界面活性剤混合物；及び
　（ｃ）２２℃での水溶性が１ｗｔ％未満の、効果的なマイクロエマルションを形成する
量の油、
を含有しており、且つアニオン性界面活性剤を含有しておらず、前記非イオン性界面活性
剤混合物の前記油に対する割合が３：１以上であり、そして１ｃｍのセルに入った前記マ
イクロエマルション洗浄組成物を通る可視光の透過率が、１ｃｍのセルに入った脱イオン
水を通る可視光の透過率の少なくとも９０％である、物品から疎水性の汚れを除去する方
法。
【請求項６】
　マイクロエマルション洗浄組成物を、疎水性の汚れで汚れた手と接触させることを含む
、手から疎水性の汚れを除去する方法であって、
　前記マイクロエマルション洗浄組成物が、
　（ａ）効果的なマイクロエマルションを形成する量の水；
　（ｂ）（ｉ）１～２０分子のエチレンオキシド単位を有するＣ６～２４アルコールエト
キシレート界面活性剤；
　　　　（ｉｉ）重合度が１～２０であるＣ６～２４アルキルポリグリコシド界面活性剤
；
を含有し、ここで、
　　　　（ｉｉｉ）前記アルコールエトキシレートと前記アルキルポリグリコシドとが、
１：４～４：１の重量比で供給されている、
効果的なマイクロエマルションを形成する量の非イオン性界面活性剤混合物；及び
　（ｃ）２２℃での水溶性が１ｗｔ％未満の、効果的なマイクロエマルションを形成する
量の油、
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を含有しており、且つアニオン性界面活性剤を含有しておらず、前記非イオン性界面活性
剤混合物の前記油に対する割合が３：１以上であり、そして１ｃｍのセルに入った前記マ
イクロエマルション洗浄組成物を通る可視光の透過率が、１ｃｍのセルに入った脱イオン
水を通る可視光の透過率の少なくとも９０％である、手から疎水性の汚れを除去する方法
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
［発明の分野］
本発明は、マイクロエマルション洗浄組成物、及び様々な物品から疎水性の汚れを除去す
る方法に関する。特に本発明は、水、油及び非イオン性界面活性剤の配合物を含有するマ
イクロエマルション洗浄組成物に関する。本発明のマイクロエマルション洗浄組成物を使
用して清浄化することができる物品としては、硬質の表面、繊維品、肌及び髪を挙げるこ
とができる。本発明は更に、幅広い温度範囲でのマイクロエマルション洗浄組成物の安定
性を制御することに関する。
【０００２】
［発明の背景］
マイクロエマルションは、汚れの除去に関して開示されている。例えばＣｌａｒｋの米国
特許第４，９０９，９６２号明細書は、様々な清浄化の用途で使用できる実質的に透明な
マイクロエマルション材料を説明している。この材料は、水で希釈して使用溶液を作るこ
とができる。
【０００３】
マイクロエマルション清浄化技術は、典型的にアニオン性、非イオン性又はアニオン性ア
ミンオキシド界面活性剤配合物を清浄化する箇所に運ぶためのビヒクルとして有益である
ことが分かっているが、典型的なマイクロエマルション組成物は、強力な疎水性の汚れ、
特に実質的な量の疎水性の粒状物質を含む強力な疎水性の汚れに対して所望の汚れ除去性
を発揮しないことが分かっている。特に困難な疎水性の汚れとしては、疎水性の石油系潤
滑剤又は油及び炭質粒子を含有する使用済みのモーターオイルを挙げることができる。
【０００４】
マイクロエマルション洗浄技術の例は、Ｋｌｉｅｒ等の米国特許第５，５９７，７９２号
；Ｍｉｓｓｅｌｙｎ等の米国特許第５，４１５，８１３号；Ｄｏｌａｎ等の米国特許第５
，５２３，０１４号；及びＴｈｏｍａｓ等の米国特許第５，６１６，５４８号明細書で見
出すことができる。一般に、カチオン性又はアニオン性界面活性剤を含むマイクロエマル
ションは、これらの特許明細書で説明されている。
【０００５】
多くの従来のマイクロエマルションは、非常に狭い温度範囲で安定である。倉庫での生成
物の貯蔵及び生成物の輸送のときにしばしばもたらされる低温及び高温の条件では、非常
に狭い温度範囲で安定性を示すマイクロエマルションは不安定になる傾向がある。結果と
して、マイクロエマルションが壊れ、汚れの除去に関する組成物の効果が低下する。更に
マイクロエマルションが壊れると、マイクロエマルションを再び形成するためにはかなり
の時間がかかる場合がある。一般に、最適な清浄化効果を得るために、組成物がマイクロ
エマルションを形成するまで操作を行わない。
【０００６】
［発明の概略］
本発明では、マイクロエマルション洗浄組成物を提供する。マイクロエマルション洗浄組
成物は、効果的なマイクロエマルションを作る量の水、効果的なマイクロエマルションを
作る量の非イオン性界面活性剤混合物、及び効果的なマイクロエマルションを作る量の油
を含有する。マイクロエマルション洗浄組成物は、１ｃｍのセルで少なくとも９０％の可
視光透過率を示すものとして特徴付けられる。更にマイクロエマルション洗浄組成物は好
ましくは、３０ｗｔ％の水を含有する濃縮物としてマイクロエマルションを維持し、且つ
９９ｗｔ％の水を含有する使用溶液としてエマルションを維持するものである。更に、マ
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イクロエマルション洗浄組成物は好ましくは、少なくとも約１０℃の温度範囲でマイクロ
エマルション安定性を維持する。
【０００７】
非イオン性界面活性剤混合物は好ましくは、アルコールエトキシレート界面活性剤及びア
ルキルポリグルコシド界面活性剤を含有する。アルコールエトキシレート界面活性剤は好
ましくは、約１～約２０分子のエチレンオキシド反復単位を有するＣ6～24アルコールエ
トキシレート界面活性剤である。アルキルポリグルコシド界面活性剤は好ましくは、重合
度が約１～約１０のＣ6～24アルキルポリグルコシド界面活性剤である。更に、アルコー
ルエトキシレート界面活性剤とアルキルポリグルコシド界面活性剤との比は好ましくは、
約１：４～約４：１である。好ましくはアルコールエトキシレート界面活性剤とアルキル
ポリグルコシド界面活性剤との重量比は、約１：３～約３：１である。マイクロエマルシ
ョンの油成分は好ましくは、２２℃での水溶性が１ｗｔ％未満の油である。
【０００８】
マイクロエマルション洗浄組成物を濃縮物として供給する場合、これは好ましくは、約３
０ｗｔ％～約６０ｗｔ％の水、約１ｗｔ％～約３０ｗｔ％の油、及び約２０ｗｔ％～約６
０ｗｔ％の非イオン性界面活性剤混合物を含有する。マイクロエマルション洗浄組成物を
使用溶液として供給する場合、マイクロエマルションを使用する特定の用途に依存して、
水の濃度を調節することができる。例えばマイクロエマルション洗浄組成物を手洗い用石
けんとして使用する場合、使用溶液は、約３０ｗｔ％～約９９ｗｔ％の水を含有すること
ができる。マイクロエマルション洗浄組成物を予備しみ抜き剤（ｐｒｅ－ｓｐｏｔｔｅｒ
）として使用する場合、使用溶液は好ましくは約３０ｗｔ％～約６０ｗｔ％の水を含有す
る。マイクロエマルション洗浄組成物を部分洗い剤又は自動車用洗浄剤として使用する場
合、使用溶液は好ましくは、約９０ｗｔ％～約９９ｗｔ％の水を含有する。
【０００９】
マイクロエマルション洗浄組成物は好ましくは、表面を活性化する量の、下記の群の少な
くとも１つを含む界面活性剤を含有していない：プロトン化アミン、第４級アンモニウム
化合物、スルファネート、スルフェート、エーテルスルフェート、カルボキシレート、及
びホスフェート。更にマイクロエマルション洗浄組成物は、揮発性有機化合物（ＶＯＣ）
を実質的に含有しないようにして供給することができる。一般に、揮発性有機化合物は、
Ｃ13又はそれよりも小さい化合物、例えばある種の炭化水素を含むことがある。マイクロ
エマルション洗浄組成物のＶＯＣ含有率は、ＡＳＴＭ　Ｄ３９６０－８７によれば、好ま
しくは約３００ｐｐｍ未満、より好ましくは約１００ｐｐｍ未満、更により好ましくは約
１０ｐｐｍ未満である。
【００１０】
マイクロエマルション洗浄組成物は、マイクロエマルションの分離性を制御する分離剤を
含有することができる。分離剤は、マイクロエマルションを分離させて界面活性剤から汚
れを離すのに有益なことがある。マイクロエマルション使用溶液を定期的に分離して汚れ
を除去し、そしてマイクロエマルションを再び作って洗浄性の使用溶液を提供することが
望ましいことがある。例えばマイクロエマルションの分離性は、マイクロエマルションの
温度を変化させることによって制御できる。好ましい分離剤としては、両性界面活性剤を
挙げることができる。濃縮物は、約１ｗｔ％～約２０ｗｔ％の両性界面活性剤を含有して
、所望の分離性を提供することができる。
【００１１】
両性界面活性剤を洗浄組成物に導入する場合、マイクロエマルション洗浄組成物のｐＨは
約８未満に維持すべきである。好ましくはｐＨを選択して、両性界面活性剤のｐＫa未満
にする。
【００１２】
本発明では、物品から疎水性の汚れを除去する方法を提供する。この方法は、疎水性の汚
れを有する物品をマイクロエマルション洗浄組成物と接触させることを含む。マイクロエ
マルション洗浄組成物と接触させることができる物品の例としては、繊維製品、美術品表
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面、手、及び自動車の外部を挙げることができる。マイクロエマルション洗浄組成物は好
ましくは、乗用車洗浄用組成物として使用することができる。従ってマイクロエマルショ
ン洗浄組成物は、使用溶液として供給し、乗用車又はトラックのような自動車の外部に噴
霧することができる。更に、マイクロエマルション洗浄組成物は、肌及び／又は髪の清浄
化剤として使用することができる。
【００１３】
［発明の詳細な説明］
本発明は、非イオン性界面活性剤、水及び油の混合物を含有するマイクロエマルション洗
浄組成物に関する。このマイクロエマルション洗浄組成物は、本明細書の記載においては
より簡単に、マイクロエマルションとして言及することもある。マイクロエマルションは
、特定の温度におけるマイクロエマルションの分離性を制御するための分離剤を含有する
ことができる。マイクロエマルション洗浄組成物は、抗菌剤、腐食抑制剤、潤滑剤、光沢
剤、再汚染防止剤、無機塩、洗浄、香料、湿潤剤等の追加の成分を含有することができる
。マイクロエマルションは、様々な用途において疎水性及び油性の汚れの除去を促進する
ように特に配合する。
【００１４】
マイクロエマルションは、本質的にイオン性界面活性剤を含有しないようにして供給する
ことができる。本発明のマイクロエマルションからなくすことができる界面活性剤のタイ
プの例は、アニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、及び両性界面活性剤である。
マイクロエマルションからなくすことができる特定のイオン性界面活性剤としては、プロ
トン化アミン、第４級アンモニウム化合物、スルホネート、スルフェート、エーテルスル
フェート、カルボキシレート、及びホスフェートのうちの少なくとも１つを含む界面活性
剤を挙げることができる。マイクロエマルションが、イオン性界面活性剤を実質的に含有
しない、又は上述のイオン基の少なくとも１つを有するイオン性界面活性剤を実質的に含
有しないとは、マイクロエマルションが０．０１ｗｔ％未満のイオン性界面活性剤を含有
することを意味している。一般にマイクロエマルションからイオン性界面活性剤をなくす
ことは望ましいが、本願の出願人等は、例えば分離剤として使用する場合、両性界面活性
剤が特に有利な性質を提供できることを見出した。従ってマイクロエマルションは、両性
界面活性剤以外のイオン性界面活性剤を含有しないものとして特徴付けられる。
【００１５】
マイクロエマルションは、透明性、希釈可能性、及びマイクロエマルション安定範囲（Ｍ
ＳＲ）によって特徴付けられる。一般に本発明のマイクロエマルションは、一般に濁り、
懸濁固体及び粒子、並びに他のマイクロエマルション形成の証拠がないことによって特徴
付けられる。一般にマイクロエマルションの透明性は、好ましくは脱イオン水の透明性に
近い。Ｂａｕｓｃｈ　＆　Ｌｏｍｂ　Ｓｐｅｃｔｒｏｍｅｔｅｒ　２０を使用して測定す
ると、本発明のマイクロエマルションは好ましくは、１ｃｍのセルに入れて測定したとき
に、同じ条件において１ｃｍのセルに入れられた脱イオン水で観察される可視光透過率の
少なくとも約９０％の可視光透過率を示す。これらの試験条件においては、マイクロエマ
ルションは、より好ましくは少なくとも約９５％の可視光透過率を示し、更により好まし
くは少なくとも約９８％の可視光透過率を示す。好ましくは透過の割合は、脱イオン水の
それと同等である。マイクロエマルションの透明性の測定は、色又は有色添加剤の存在を
除外しないことを理解すべきである。
【００１６】
希釈可能性とは、１％希釈で水を受け入れてその透明性を維持するマイクロエマルション
の特性に言及している。すなわち、マイクロエマルションを作るのに必要とされるほぼ最
少量の水を含有するマイクロエマルション１ｗｔ％を、９９ｗｔ％の水と組み合わせて、
得られる組成物が上述の透明性のレベルを維持できることをいう。希釈可能性の特性は、
ヘッドを詰まらせないでヘッドを通して噴霧することができる使用溶液を提供するために
希釈できるマイクロエマルションを提供するので有利である。一般に、使用溶液中で提供
される水の量は、使用溶液を使用する特定の用途に依存している。例えば手洗い用石けん
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使用溶液は、約３０ｗｔ％～約９９ｗｔ％の水を含有することができ、予備しみ抜き使用
溶液は、約３０ｗｔ％～約６０ｗｔ％の水を含有することができ、また部分洗い及び自動
車清浄化剤は、約９０ｗｔ％～約９９．９ｗｔ％の水を含有することができる。
【００１７】
マイクロエマルション安定範囲（ＭＳＲ）とは、マイクロエマルションがマイクロエマル
ション状態を維持する温度範囲に言及している。ＭＳＲは、組成物が大気圧においてマイ
クロエマルション状態を維持する温度範囲として数値的に特徴付けられる。ＭＳＲの終点
は、相分離が観察されることによって決定される。相分離は典型的に、濁り、不透明性又
は層状の分離の観察によって決定することができる。一般にＭＳＲの終点は、マイクロエ
マルション安定性の欠如によって特徴付けられる。貯蔵所で通常もたらされる貯蔵条件で
は、ＭＳＲが狭いマイクロエマルションは、温度が高すぎる又は低すぎるときに相分離す
る傾向がある。組成物を再びマイクロエマルションにすることもできるが、これはマイク
ロエマルションに戻って使用できるようになるまでに長い時間を必要とすることがある。
一般に、清浄化の用途で使用する前にマイクロエマルションが再生されるのを待たなけれ
ばならないことは望ましくない。本発明のマイクロエマルションのＭＳＲは、約５℃超で
ある。好ましくはＭＳＲは約１０℃超、より好ましくは約１５℃超である。本発明のマイ
クロエマルションは、約３０℃超のＭＳＲを有することができる。
【００１８】
［非イオン性界面活性剤］
本発明は、非イオン性界面活性剤の混合を含有するマイクロエマルションに関する。非イ
オン性界面活性剤は好ましくは、かなり水溶性であると考えられる第１の界面活性剤、並
びに油及び水の両方にわずかに溶解性であると考えられる第２の界面活性剤を含む。第１
の界面活性剤は好ましくは、アルコールエトキシレート界面活性剤を含み、第２の界面活
性剤は好ましくは、アルキルポリグリコシド界面活性剤を含む。
【００１９】
本発明で使用できるアルコールエトキシレート界面活性剤は好ましくは、約１～約２０分
子のエチレンオキシド反復単位を有するＣ6～24アルコールエトキシレート、より好まし
くは約３～約９分子のエチレンオキシド反復単位を有するＣ9～15アルコールエトキシレ
ートを含む。アルキル基は直鎖又は枝分かれ鎖を含むことができる。好ましいアルコール
エトキシレートは、約４～約６のエチレンオキシド反復単位を有するＣ12～15アルコール
エトキシレートである。本発明で使用できる好ましいアルコールエトキシレートは、Ｈｕ
ｎｔｓｍａｎ　ＣｈｅｍｉｃａｌからＳｕｒｆｏｎｉｃ　Ｌ２４－５という名称で袖手可
能である。
【００２０】
本発明で使用できるアルキルポリグリコシド界面活性剤は好ましくは、Ｃ6～24アルキル
基を含み、重合度が約１～約２０である。好ましくはアルキルポリグリコシド界面活性剤
は、Ｃ8～14アルキル基を有し、重合度が約１．１～約５である。本発明で使用できる好
ましいアルキルポリグリコシド界面活性剤は、ＨｅｎｋｅｌからＣｌｕｃｏｐｏｎ６２５
という名称で入手可能である。
【００２１】
マイクロエマルションのアルコールエトキシレート界面活性剤成分は、単一のアルコール
エトキシレートとして、又はアルコールエトキシレートの混合物として提供できることを
理解すべきである。同様にマイクロエマルションのアルキルポリグリコシド界面活性剤成
分は、単一アルキルポリグリコシド、又はアルキルポリグリコシドの混合として提供する
ことができる。
【００２２】
アルコールエトキシレート界面活性剤及びアルキルポリグリコシド界面活性剤は、水及び
油と組み合わせたときにマイクロエマルションを提供するのに十分な重量比で提供する。
好ましくはアルコールエトキシレート界面活性剤とアルキルポリグリコシド界面活性剤と
の重量比は、約１：４～約４：１である。好ましくはアルコールエトキシレート界面活性
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剤とアルキルポリグリコシド界面活性剤との重量比は、約１：３～約３：１であり、より
好ましくは約１：２～約２：１である。本願の出願人は、好ましい重量比が約１：１であ
ることを見出している。
【００２３】
マイクロエマルションは好ましくは、希釈してマイクロエマルション使用溶液を維持する
ことができ、且つマイクロエマルション濃縮物を提供する量の非イオン性界面活性剤の混
合を含む。好ましくは濃縮物は、約２０ｗｔ％～約６０ｗｔ％の非イオン性界面活性剤の
混合を含む。より好ましくは、濃縮物は約２５ｗｔ％～３５ｗｔ％、更により好ましくは
約３０ｗｔ％～約５０ｗｔ％の非イオン性界面活性剤の混合を含む。
【００２４】
［水］
マイクロエマルション濃縮物は好ましくは、所望のマイクロエマルション安定範囲でマイ
クロエマルション性を提供するのに少なくとも十分な量の水を含む。好ましくはマイクロ
エマルションは、少なくとも約３０ｗｔ％の水を含有する。一般に本発明のマイクロエマ
ルションは、水で希釈したときにマイクロエマルション状態を維持する。すなわち、マイ
クロエマルションを濃縮物として入手して、その後で使用者が水で希釈して使用溶液を提
供することができる。従って使用溶液は約９９ｗｔ％までの水を含有できると考えられる
。マイクロエマルション濃縮物は好ましくは、約３０ｗｔ％～約６０ｗｔ％の水を含有す
る。
【００２５】
［油］
マイクロエマルション濃縮物に導入する油成分は、２２℃での水溶性が１ｗｔ％未満のも
のである。マイクロエマルションの油成分は、マイクロエマルションの形成に役立ち、ま
た同時に疎水性のよごれに対する溶媒又は軟化剤としても作用する傾向がある。本発明の
マイクロエマルションを作るために使用できる油のタイプの例としては、鉱油、ミネラル
スピリット、パイン油、脂肪エステル、カルボキシルジエステル油、モーターオイル、ト
リグリセリド等を挙げることができる。
【００２６】
マイクロエマルション濃縮物は好ましくは、所望のマイクロエマルション安定範囲におい
てマイクロエマルション性を提供するのに少なくとも十分な量の油を含有する。好ましく
は油成分は、約１ｗｔ％～約３０ｗｔ％の量でマイクロエマルション濃縮物に提供する。
マイクロエマルションを、物品からの疎水性のよごれ、例えば油状物質の除去のために提
供することを考慮すべきである。従って疎水性のよごれを除去する場合、マイクロエマル
ションの油成分を増加させる。
【００２７】
マイクロエマルションは、物品からの疎水性粒子汚れを除去するために提供することがで
きる。疎水性粒子汚れとは、粒子状物質を含有する油状又は脂性の汚れに言及しているこ
とを理解すべきである。一般に、このタイプの汚れは、ケーク状の外観によって特徴付け
られることが多い。疎水性粒子汚れを除去する場合、疎水性粒子汚れの油状成分をマイク
ロエマルションの油成分の一部にすることができる。疎水性汚れの例としては、炭化水素
、タール、ビチューメン、アスファルト等を挙げることができる。疎水性汚れ中で見出す
ことができる粒子の例としては、鉱物粘土、砂、ほこり、粘土、天然鉱物、カーボンブラ
ック、グラファイト、グラファイト状物質、カオリン、周囲のほこり等を挙げることがで
きる。一般に、特に関心のある汚れとしては、カオリン及び汚れたモーターオイル、アス
ファルテン、炭化水素、コールタール、石油グリース、脂肪質汚れ、トランスミッション
流体、油圧油及びグリース等を挙げることができる。これらの汚れは、トラック又は自動
車の修理店、ガソリン及び／又は給油スタンド、産業機械店、石油精製及び処理プラント
、機械修理店、並びに食料製造施設で見られる典型的な汚れであり、従来の洗浄剤による
洗浄によってはかなり除去しにくいものである。これらの汚れの除去に関して清浄化する
ことができる物品の例としては、作業着、機械部品、グリル部品及びオイルパンを挙げる
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ことができる。これらの物品で見出される汚れは、ケーク状の外観によって特徴付けられ
ることが多い。更に動物の肌、例えば人間の肌、髪、及び爪の組織がこれらの汚れで汚染
されることが多く、これは従来の洗浄剤によっては清浄化することが困難である。エンジ
ン部品のような硬質の表面を清浄化するための技術の例は、マイクロエマルション使用溶
液を浴中で循環させ、且つ清浄化する硬質表面を浴に導入することを含む。
【００２８】
更にマイクロエマルションは、上述の疎水性粒子汚れを有することがある又はそうではな
い硬質表面、繊維品、肌及び髪を清浄化するために使用することができる。例えば、マイ
クロエマルションを使用溶液として供給し、洗車において自動車及びドラックを清浄化す
るために使用することができる。
【００２９】
［分離剤］
分離剤をマイクロエマルションに導入して、マイクロエマルションの分離性質を制御する
ことができる。すなわち、分離剤を導入することによって、所望の温度においてマイクロ
エマルションが分離し、それによって油成分の取り出し及び除去が可能になるようにする
ことができる。この制御された分離性能は、多くの用途、例えば特に硬質表面部品清浄化
剤としてのマイクロエマルションの使用、及び洗濯用洗浄剤としてのマイクロエマルショ
ンの使用において望ましい。硬質表面部品の清浄化の場合、マイクロエマルションを含有
する水性溶液を循環させて、エンジン部品のような硬質表面から疎水性の汚れを除去して
清浄化することができる。循環使用溶液が疎水性の汚れで飽和したら、使用溶液の温度を
変化させて、油成分を分離することができる。その後、油成分を取り出して廃棄し、本発
明によってマイクロエマルションを再び形成することができる。
【００３０】
分離剤は好ましくは両性界面活性剤であり、好ましくはマイクロエマルション濃縮物中に
約１ｗｔ％～約２０ｗｔ％の濃度で提供する。好ましくは分離剤は、約２ｗｔ％～約１０
ｗｔ％、より好ましくは約３ｗｔ％～約７ｗｔ％の濃度で提供する。
【００３１】
この用途における界面活性剤の議論は活性が１００％の界面活性剤組成物に言及している
ことを考慮すべきである。当然に、特定の製造者は、特定の活性レベルで利用できる界面
活性剤を製造している。これらのタイプの界面活性剤は本発明で使用することができるが
、界面活性剤の量の計算は１００％の活性レベルに基づいて行う。
【００３２】
本発明では様々な両性界面活性剤を使用することができる。好ましい両性界面活性剤とし
ては、下記の式（Ｉ）～（ＩＩＩ）の化合物を挙げることができる：
【００３３】
【化３】

（Ｘは、炭素原子数が１～４の直鎖の又は枝分かれしたアルキレン、ヒドロキシアルキレ
ン、又はアルコキシアルキレン基；
Ｒは、Ｒ4－ＣＯ－ＮＨ又はＲ4であり、ここでＲ4は、炭素原子数４～２２の飽和又は不
飽和の、枝分かれした又は直鎖のアルキル基；
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Ｒ1は、水素、Ａ又は（Ａ）n－Ｘ－ＣＯ2
-Ｚ+であり、ここでＡは、炭素原子数１～４の

直鎖の又は枝分かれしたアルキル、ヒドロキシアルキル又はアルコキシアルキル、ｎは０
～６の整数、且つｚはアルカリ金属カチオン、水素イオン又はアンモニウムカチオン；
Ｒ2は、（Ａ）n－Ｘ－ＣＯ2

-Ｚ+；且つ
Ｒ3は、なし又はＡ。）
【００３４】
【化４】

（Ｒは、水素、炭素原子数が１～１６の直鎖の又は枝分かれしたアルキルであり、ここで
このアルキル基は、フェニルがその中間にあり又はなく、且つＸはアニオン。）
【００３５】
両性界面活性剤は、両性ジカルボキシレートでよい。両性ジカルボキシレートは、以下の
式の化合物である：
【００３６】
【化５】

（Ａは、Ｒ又は
【化６】

）
【００３７】
Ｒは、Ｃ6～17のアルキル、ｙ及びｚは独立に１～６であり、且つｍ及びｎは独立に０～
６でｍ＋ｎ≧１である。Ｘ+置換基は、プロトン、アルカリ金属カチオン又は一部のアル
カリ土類金属カチオンを表している。本発明で使用するのに好ましい材料は、両性ジカル
ボキシレート材料、二ナトリウムココアンホ（ｃｏｃｏａｍｐｈｏ）ジアセテート、二ナ
トリウムココアンホジプロピオネート、二ナトリウムココアミノ（ｃｏｃｏａｍｉｎｏ）
ジプロピオネート、又はそれらの混合である。これらの材料は、ニュージャージー州パタ
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ーソンのＭｏｎａ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ社及びＲｈｏｎｅ－Ｐｏｕｌｅｎｃ社から入手
可能である。
【００３８】
両性ジカルボキシレートは、一度に加えること、複数回に分けて加えること、又は連続的
に計量して水性流れにすることができる。典型的に両性材料は、カチオン性不安定化剤又
は凝集剤を加える前に、及び任意のｐＨ変更又は分離開始の前に加える。水性流れからの
疎水性汚れの分離において両性ジカルボキシレートを利用する１つの好ましい様式は、両
性ジカルボキシレート材料を配合された洗浄剤を使用することを含む。そのような水性洗
浄剤は、洗濯、床の清浄化、装置の清浄化等を含む様々な清浄化の様式で使用することが
できる。清浄化組成物は、両性ジカルボキシレートを清浄化剤の成分として使用する完全
に配合されたビルダー系を含む。清浄化組成物は、有機及び無機機能材料の両方、ビルダ
ー等を含む様々な他の成分を含有することができる。
【００３９】
両性界面活性剤をマイクロエマルションに導入する場合、マイクロエマルションのｐＨは
好ましくは、約８未満にする。より好ましくはｐＨは約７未満、更により好ましくは約５
未満である。好ましくはマイクロエマルションのｐＨを制御して、両性界面活性剤のｐＫ

a未満にする。
【００４０】
［追加の成分］
上述のこれらの成分に加えて、他の従来の清浄化成分をマイクロエマルションに導入する
こともできる。そのような成分としては、殺菌剤、増白剤、再汚染防止剤、柔軟剤、無機
塩、染料、香料、及び腐食防止剤を挙げることができる。好ましい殺菌剤としては、抗菌
剤及び酸化性抗菌剤を挙げることができる。酸化性抗菌剤の例としては、過酸化水素、過
酸、オゾン、次亜塩素酸、及び二酸化塩素を挙げることができる。マイクロエマルション
の清浄化性能を妨害する成分は除外することができる。
【００４１】
本発明のマイクロエマルションは、清浄化組成物として利用可能であり、特定の条件にお
いてマイクロエマルション状態を維持するように提供することができ、またマイクロエマ
ルションを選択的に破壊して、油溶性成分と水溶性成分とを分離することができる。洗浄
の間に、清浄化組成物はマイクロエマルションを維持して、物品からの汚れの除去を促進
することが望ましい。物品から汚れを除去した後で、マイクロエマルション状態を選択的
に破壊して、油溶性成分を水溶性成分から分離することができる。汚れを含む油溶性成分
はその後、取り出すことができる。
【００４２】
マイクロエマルションは、（１）組成物のｐＨ；（２）両性界面活性剤の他の界面活性剤
に対する割合；及び（３）界面活性剤と油との割合を制御することによって、マイクロエ
マルション状態を維持することができる。
【００４３】
清浄化組成物のｐＨは、約８未満に維持すべきである。好ましくはｐＨは約７未満で約４
よりも大きい。好ましいｐＨ範囲は、約５～約６である。一般に、ｐＨは、両性界面活性
剤を使用する場合、両性界面活性剤のｐＫa未満になるように選択する。
【００４４】
本発明のマイクロエマルションが含有することができる界面活性剤は、上述のように第１
の界面活性剤及び第２の界面活性剤、並びに両性界面活性剤として言及することができる
。第１の界面活性剤は好ましくは、かなり水溶性であると考えられるものであり、第２の
界面活性剤は好ましくは、水及び油に対してわずかに溶解性であると考えられるものであ
り、また両性界面活性剤は好ましくは、水溶性で且つ油に不溶性であると考えられるもの
である。第１の界面活性剤は好ましくは、アルコールエトキシレート界面活性剤であり、
第２の界面活性剤は好ましくは、アルキルポリグルコシド界面活性剤である。
【００４５】



(11) JP 5090599 B2 2012.12.5

10

20

30

40

50

マイクロエマルションの界面活性剤成分は好ましくは、両性界面活性剤よりも多量のアル
キルポリグリコシド界面活性剤、及びアルキルポリグリコシド界面活性剤よりも多量のア
ルコールエトキシレート界面活性剤を含む。好ましい界面活性剤組成物は、約４０ｗｔ％
～約６０ｗｔ％のアルコールエトキシレート界面活性剤、約１５ｗｔ％～約３５ｗｔ％の
アルキルポリグリコシド界面活性剤、及び約２ｗｔ％～約１５ｗｔ％の両性界面活性剤を
含む。より好ましい界面活性剤組成物は、約４５ｗｔ％～約５５ｗｔ％のアルコールエト
キシレート界面活性剤、約２０～約３０ｗｔ％のアルキルポリグリコシド界面活性剤、及
び約３ｗｔ％～約７ｗｔ％の両性界面活性剤を含む。
【００４６】
マイクロエマルションは、界面活性剤組成物と油成分との比を制御することによって提供
する。一般に、界面活性剤組成物と油成分とに比を、界面活性剤組成物約３．５部と油０
．５部～界面活性剤組成物約３．５部と油約１．５部にすることが望ましい。好ましくは
界面活性剤組成物と油との比は、界面活性剤組成物約３．５部と油約１部である。
【００４７】
マイクロエマルションは、清浄化組成物として複数の用途で使用することができる。例え
ばマイクロエマルションは使用溶液として提供し、部品の洗浄剤として使用することがで
きる。ここでは、マイクロエマルションを循環浴に提供し、清浄化する部品を浴に入れ、
この部品を清浄化の後で浴から取り出すことができる。マイクロエマルション洗浄組成物
は、自動車洗浄組成物として使用することができる。ここでは、マイクロエマルション洗
浄組成物を、自動車の外部に噴霧し、そしてその後で自動車をすすぐ。この場合には、マ
イクロエマルション組成物は、自動車洗浄組成物として言及することができる。更に、マ
イクロエマルション洗浄組成物は、従来の繊維品洗浄装置での繊維品の洗浄のために使用
することができる。
【００４８】
マイクロエマルション洗浄組成物を自動車洗浄組成物として使用する場合、マイクロエマ
ルションの油成分として、自動車表面から揮発する油を提供することが望ましい。自動車
表面に油の薄い層を残す油を使用することは一般に望ましくない。より好ましくは、マイ
クロエマルションの油成分は、自動車表面において水をビーズ状にして細かい滴にするも
のであるべきである。油成分は好ましくは、所望の日焼け防止及び乾燥効果を提供するも
のである。自動車洗浄組成物を提供するためのマイクロエマルション組成物で使用するこ
とができる油の例はミネラルスピリットである。
【００４９】
本発明は更に、本発明のマイクロエマルション使用溶液を相転換させる方法に関する。使
用溶液の温度を変化させることによって、油相と水相とを分離することができる。油相を
取り出し、界面活性剤を使用して本発明のマイクロエマルション洗浄組成物を再び作るこ
とができる。
【００５０】
例１
マイクロエマルション組成物
この例は、複数のマイクロエマルション組成物の配合、それらの希釈可能性、及びそれら
の有益なマイクロエマルション安定範囲（ＭＳＲ）を示している。表１及び２で示されて
いるデータは、示されている成分の好ましい配合ガイドラインを含む。範囲としては、約
４０ｗｔ％～約６０ｗｔ％の水、約１５ｗｔ％～約３５ｗｔ％のエトキシレート非イオン
性界面活性剤、約９ｗｔ％～約２４ｗｔ％のアルキルポリグリコシド界面活性剤、及び約
１０～約２５ｗｔ％の疎水性溶媒を挙げることができる。好ましい範囲としては、約４５
ｗｔ％～約５５ｗｔ％の水、約１５ｗｔ％～約のエトキシル化非イオン性界面活性剤、約
２０ｗｔ％のアルキルポリグリコシド、及び残部の疎水性溶媒を挙げることができる。一
般的に、全非イオン性界面活性剤（エトキシレート＋ポリグリコシド）の疎水性油（例え
ば鉱油）に対する比が１．４よりも大きいと、所望の特性を示すマイクロエマルションが
提供される。
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【００５１】
それぞれの組成物のマイクロエマルション安定範囲（ＭＳＲ）を示す。これは、特定の温
度範囲で最大洗浄性能をもたらす透明マイクロエマルション液体、ゲル又は固体組成物を
配合する能力を示す。すなわち清浄化能力は一般にＭＳＲ又はＭＳＲ付近において増加し
ている。試料番号１－７～１－１８は、様々な温度範囲、例えば０～４０℃、４０～７０
℃及び７５～９５＋℃において、透明流動性マイクロエマルション組成物を示す。またデ
ータは、本発明の配合で可能な相対的に広いＭＳＲ（例えば３０℃超）を示している。反
対に、試料番号１－１～１－５は、分散性のミルク状エマルションを作り（透明マイクロ
エマルションを作らない）、明確なＭＳＲをもたらすことが見出されない。
【００５２】
また任意のマイクロエマルション組成で重要な性質は、洗浄のために水性相によって希釈
して透明溶液を得られることである。典型的に、濃縮物の約０．１～１ｗｔ％希釈を使用
して、系の強さを測定することができる。例は、１％での透明性データを示しており、全
てのマイクロエマルションの例が透明な希釈物をもたらしている。対称的に、全てのエマ
ルション例が、濁り～ミルク状の希釈溶液をもたらしている。試料１－６の「近」マイク
ロエマルションは濁った外観を与え、透明なマイクロエマルションの外観を与えなかった
。
【００５３】
表１において報告されている成分の量は、重量百分率に関するものである。
【００５４】
【表１】
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１．アルコール５－ＥＯは、Ｈｕｎｔｓｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから名称Ｓｕｒｆｏｎ
ｉｃ　Ｌ２４－５で入手可能な、５分子のアルコールエトキシレート非イオン性界面活性
剤。
２．ポリグリコシドは、Ｈｅｎｋｅｌから名称Ｇｌｕｃｏｐｏｎ　６２５で入手可能な、
アルキル化ポリグリコシド非イオン性界面活性剤。
３．（アルコール５－ＥＯ＋ポリグリコシド）／疎水性油の比
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４．ＭＳＲ（マイクロエマルション安定範囲）
５．１％溶液透明性（ＲＴ）は室温でのものである。
【００５５】
例２
ビルダーを伴うマイクロエマルション組成物
水相中の商業的なビルダー（有機及び無機キレート及びアルカリ度源）系及び疎水性溶媒
としてのヘキサデカンを含有する様々なマイクロエマルション組成物を調製した。好まし
いマイクロエマルション組成物は、約５０ｗｔ％の水性ビルダー、２０ｗｔ％のエトキシ
ル化非イオン性界面活性剤、２０ｗｔ％のアルキルグリコシド界面活性剤、及び残部の疎
水性溶媒を含有している。
【００５６】
また図１で示すように、濃縮物の透明性と使用溶液の透明性との間には相関関係があり、
様々なマイクロエマルション安定範囲（ＭＳＲ）が利用可能である。
【００５７】
【表２】
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１．活量２，０００ｐｐｍのＴｕｒｂｏ　Ｓｐｅｅｄ；ミネソタ州セントポールのＥｃｏ
ｌａｂ社から入手可能な、商業的なシリケート化洗濯用ビルダー系。
２．アルコール５－ＥＯは、Ｈｕｎｔｓｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから名称Ｓｕｒｆｏｎ
ｉｃ　Ｌ２４－５で入手可能な、５分子のアルコールエトキシレート非イオン性界面活性
剤。
３．ポリグリコシドは、Ｈｅｎｋｅｌから名称Ｇｌｕｃｏｐｏｎ　６２５で入手可能な、
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アルキル化ポリグリコシド非イオン性界面活性剤。
４．ＭＳＲ（マイクロエマルション安定範囲）は、透明単相流動性液体が存在する温度範
囲。
【００５８】
例３
他の疎水性相
様々な疎水性成分を含有する様々なマイクロエマルション組成物を調製した。これらのエ
マルション組成物は表３で報告している。成分の量は重量百分率に関するものである。
【００５９】
【表３】
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１．アルコール５－ＥＯは、Ｈｕｎｔｓｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから名称Ｓｕｒｆｏｎ
ｉｃ　Ｌ２４－５で入手可能な、５分子のアルコールエトキシレート非イオン性界面活性
剤。
２．ポリグリコシドは、Ｈｅｎｋｅｌから名称Ｇｌｕｃｏｐｏｎ　６２５で入手可能な、
アルキル化ポリグリコシド非イオン性界面活性剤。
３．活量２，０００ｐｐｍのＴｕｒｂｏ　Ｓｐｅｅｄ；ミネソタ州セントポールのＥｃｏ
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４．ＭＳＲ（エマルション安定範囲）は、透明単相流動性液体が存在する温度範囲。
【００６０】
例４
マイクロエマルションでの繊維品洗浄
この例では、洗濯用洗浄剤としてのマイクロエマルション組成物の有用性を示す。従来の
洗濯洗浄方法を使用して、本発明のマイクロエマルションと、標準の商業的な洗浄剤とを
比較した。組成及び試験結果は、表４で報告している。
【００６１】
３５ポンド洗濯機に、２０ポンドのいっぱいの繊維製品、適当な温度（第５欄）の１１ガ
ロンの水、商業的な洗浄剤（第２欄）、及び一連の商業的な汚れたモーターオイル（ＤＭ
Ｏ）標準試験標本（１つの試験について６つ）を入れた。洗浄の増進剤（第３欄）を、様
々な濃度（第４欄）で洗濯機に入れ、清浄化サイクルを１０分間にわたって行い、その後
で水を捨て、そして５分間にわたってすすいだ。試験標本は、Ｈｕｎｔｅｒ　Ｕｌｔｒａ
ｓｃａｎ　Ｓｐｈｅｒｅ　Ｓｐｅｃｔｒｏｃｏｌｏｒｉｍｅｔｅｒ（Ｈｕｎｔｅｒ　Ｌａ
ｂ．）を使用して反射率測定によって評価した。反射率は、表面によって反射される入射
光の割合を数値的に表したものである。表面の清浄性は、Ｌ値（完全な白色の１００から
黒色の０まで変化する明るさの測定値、ほぼ肉眼で評価されるようなものである）及び白
色指数（ＷＩ）（「完全な」白色からの対象物の相違の程度の測定値）の増加に関連付け
る。両方の値は、非常に再現性のあるものであり、また光学的な検査による結果を数値的
に表したものであることが分かっている。効果的で完全な清浄化はＬ及びＷＩ値を、新し
い繊維製品の値に戻す又はその値よりも大きくすることが示される。清浄化の欠如又は中
間の程度までの除去は、それぞれ反射率を増加させず又は中間まで増加させる。
【００６２】
表４の第７欄で報告されている結果は、本発明のマイクロエマルションの洗浄結果と商業
的な溶媒に基づく洗浄増進剤の洗浄結果とを比較している。示されているように、溶媒に
基づく洗浄増進剤の使用と比較して相当する汚れ除去結果が、重度の汚れの洗浄剤促進剤
としての本発明のマイクロエマルションを使用して達成された。同様な結果を得るために
、洗浄温度を３０°Ｆ低下させることが本発明によって達成される（第６欄参照）。また
第４欄で示されているように、本発明のマイクロエマルションは、ＶＯＣ（揮発性有機化
合物）の制限なしに作ることができ、燃焼性及び健康に関する問題に有意の影響を与えな
い。
【００６３】
更なる添加剤を使用すること、又はマイクロエマルション組成を変更することによって、
洗浄性を更に改良する本発明の能力を示す。ここでは、比較的低い洗浄温度でも、従来技
術に対して１０％の洗浄性の向上を実現することができる。
【００６４】
【表４】
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１．Ｔｕｒｏｂｏ　Ｓｐｅｅｄは、商業的なシリケート化洗濯用ビルダー系、Ｔｕｒｂｏ
　Ｃｈａｒｇｅは、商業的な界面活性剤系、及びＥｃｏｌａｂ２００２は、開発された界
面活性剤添加剤；これらは全てミネソタ州セントポールのＥｃｏｌａｂ社から入手可能。
２．洗浄増進剤は、ＴＣＤ　ＩＬＦ－１５強力汚れ洗浄添加剤（ミネソタ州セントポール
のＥｃｏｌａｂ社）、又は試験するマイクロエマルションのうちの１つ。
３．汚れの除去は、明るさ（Ｌ）値の増加によって測定。
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４．マイクロエマルションＡの配合は、２０．４％アルコール５－ＥＯエトキシレート、
２０．４％アルキルグリコシド、１２％鉱油、及び残部の水。
５．マイクロエマルションＢの配合は、３０．６％アルコール５－ＥＯエトキシレート、
１０．２％アルキルグリコシド、１２％鉱油、及び残部の水。
６．マイクロエマルションＣの配合は、３５．８％アルコール５－ＥＯエトキシレート、
５．０％アルキルグリコシド、１２％鉱油、及び残部の水。
７．ＶＯＣは、揮発性有機化合物を意味する。
８．アルコール５－ＥＯは、Ｈｕｎｔｓｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから名称Ｓｕｒｆｏｎ
ｉｃ　Ｌ２４－５で入手可能な、５分子のアルコールエトキシレート非イオン性界面活性
剤。
９．ポリグリコシドは、Ｈｅｎｋｅｌから名称Ｇｌｕｃｏｐｏｎ　６２５で入手可能な、
アルキル化ポリグリコシド非イオン性界面活性剤。
【００６５】
例５
マイクロエマルションによる硬質表面の清浄化
洗浄組成物を使用して、硬質表面及び産業的な部品を清浄化した。結果は表５で示してい
る。かなりの汚れの層を有する使用済みの自動車のオイルパンを、２インチ×４インチの
試験片に切断し、１２０°Ｆの溶液（水中の２５ｗｔ％マイクロエマルション又は清浄化
剤）中に１５分間にわたって撹拌を伴って浸し、その後で室温で６０分間にわたって浸し
た。試験片を試験溶液から取り出し、すすぎ、そして１（劣っている）～５（優秀／完全
）までの基準で視覚的に汚れの除去を評価した。
【００６６】
示されているように、比較的無害の成分を使用するマイクロエマルション組成物は従来技
術のものと同じぐらい有効に作用し、有害な高濃度のＶＯＣの溶液を使用しない。すなわ
ち、汚れ除去洗浄試験結果は、揮発性溶媒組成配合物で見出されるものと同様である（第
１～２行と第３～９行との比較を参照）。また本発明のマイクロエマルション組成物は、
ミネラルスピリット又はグリコールに起因する刺激性の臭いを示さない。
【００６７】
この例は、枝分かれしたアルキル－ヒドロキシル－アミンが汚れ除去性能に関して有する
好ましい効果を示す（試料番号５－３と、５－５及び５－８とを比較）。この促進は、第
４～６行と第７～９行とを比較して示されるように最大であると考えられる。助剤のアル
キル枝分かれの必要性は、試料番号５－５及び５－８と、５－１０及び５－１１とを比較
することによって示される。
【００６８】
【表５】
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１．ＶＯＣは、揮発性有機化合物を意味する。
２．汚れ除去の視覚的な等級は、洗浄後の清浄性に基づいている。優秀（５）＝９０％超
の清浄性、良好（４）＝８０％超の清浄性、普通（３）＝７０％超の清浄性、劣っている
（１～２）＝６０％未満の清浄性。
３．Ｔｅｘｔｉｌｅ　Ｃａｒｅ　ＩＬＦ－１５は、２－ＥＯ単位超のエトキシレートと炭
化水素溶媒との錯配合物を含有する商業的な汚れたモーターオイル清浄化製品（ミネソタ
州セントポールのＥｃｏｌａｂ社）。
４．Ｂｕｃｋｅｙｅ　ＸＬ－１００（ミズーリ州メリーランドハイトのＢｕｃｋｅｙｅ　
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ社）。
５．マイクロエマルションＡの配合は、２０．４％アルコール５－ＥＯエトキシレート、
２０．４％アルキルグリコシド、１２％鉱油、及び残部の水。
６．アルコール５－ＥＯは、Ｈｕｎｔｓｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから名称Ｓｕｒｆｏｎ
ｉｃ　Ｌ２４－５で入手可能な、５分子のアルコールエトキシレート非イオン性界面活性
剤。
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７．ポリグリコシドは、Ｈｅｎｋｅｌから名称Ｇｌｕｃｏｐｏｎ　６２５で入手可能な、
アルキル化ポリグリコシド非イオン性界面活性剤。
【００６９】
例６
マイクロエマルションによる産業的な部品の清浄化
洗浄組成物を、産業的な部品の洗浄のために使用した。この結果は表６で示している。汚
れた自動車のオイルパンを、商業的な洗浄系で洗浄した。部品は１５秒間の洗浄時間で５
回擦り、すすぎ、そしてそして１（劣っている）～５（優秀／完全）までの基準で視覚的
に汚れの除去を評価した。
【００７０】
比較的無害の成分を使用するマイクロエマルション組成物は従来技術のものと同じぐらい
有効に作用し、有害で場合によっては燃焼性の高濃度のＶＯＣ溶液を使用しない。すなわ
ち、洗浄結果は、溶媒組成物で見出されるものと同様であり又はそれよりも優れている（
第１～２行と第３～４行との比較を参照）。また本発明のマイクロエマルション組成物は
、ミネラルスピリット又はグリコールに起因する刺激性の臭いを示さない。
【００７１】
【表６】
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１．ＶＯＣは、揮発性有機化合物を意味する。
２．汚れ除去の視覚的な等級は、１５秒間の洗浄時間で５回ブラシがけした後の清浄性に
基づいている。優秀（５）＝９０％超の清浄性、良好（４）＝８０％超の清浄性、普通（
３）＝７０％超の清浄性、劣っている（１～２）＝６０％未満の清浄性。
３．Ｔｅｘｔｉｌｅ　Ｃａｒｅ　ＩＬＦ－１５は、２－ＥＯ単位超のエトキシレートと炭
化水素溶媒との錯配合物を含有する商業的な汚れたモーターオイル清浄化製品（ミネソタ
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州セントポールのＥｃｏｌａｂ社）。
４．Ｂｕｃｋｅｙｅ　ＸＬ－１００（ミズーリ州メリーランドハイトのＢｕｃｋｅｙｅ　
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ社）。
５．マイクロエマルション６－１の配合は、２０．４％アルコール５－ＥＯエトキシレー
ト、２０．４％アルキルグリコシド、１２％鉱油、及び残部の水。
６．アルコール５－ＥＯは、Ｈｕｎｔｓｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから名称Ｓｕｒｆｏｎ
ｉｃ　Ｌ２４－５で入手可能な、５分子のアルコールエトキシレート非イオン性界面活性
剤。
７．ポリグリコシドは、Ｈｅｎｋｅｌから名称Ｇｌｕｃｏｐｏｎ　６２５で入手可能な、
アルキル化ポリグリコシド非イオン性界面活性剤。
【００７２】
例７
マイクロエマルションによるインクの除去
洗浄組成物を、インク除去のために使用した。この結果は表７で示している。産業的な洗
濯機からの汚れた印刷所のタオルを、様々な組成物に予め浸し、その後で商業的な洗浄プ
ログラムで洗浄した（例４でのように）。インクの除去は視覚的な試験によって評価した
。
【００７３】
全有機物活量が比較的小さいマイクロエマルション組成物は、インク汚れの予備しみ抜き
剤として商業的な１００％濃度の油よりもかなり良好な結果を示した。
【００７４】
【表７】

１．活量は、全有機物を基準としている。
２．未処理の標準対照タオルに対する視覚的な評価。
３．マイクロエマルションＤは、２０．４％のアルコール５－ＥＯエトキシレート、２０
．４％のアルキルグリコシド、１２％のジブチルドデカノエート、及び残部の水を含有し
ており、希釈して全有機物の活量が２５ｗｔ％になるようにした。
４．マイクロエマルションＥは、２０．４％のアルコール５－ＥＯエトキシレート、２０
．４％のアルキルグリコシド、１２％のメチルソエート、及び残部の水を含有しており、
希釈して全有機物の活量が２５ｗｔ％になるようにした。
５．アルコール５－ＥＯは、Ｈｕｎｔｓｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから名称Ｓｕｒｆｏｎ
ｉｃ　Ｌ２４－５で入手可能な、５分子のアルコールエトキシレート非イオン性界面活性
剤。
６．ポリグリコシドは、Ｈｅｎｋｅｌから名称Ｇｌｕｃｏｐｏｎ　６２５で入手可能な、
アルキル化ポリグリコシド非イオン性界面活性剤。
【００７５】
例８
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２つのマイクロエマルション組成物を、表１に示すようにして調製した。
【００７６】
【表８】

１．エトキシレートは、Ｈｕｎｔｓｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから名称Ｓｕｒｆｏｎｉｃ
　２４－５で入手可能。
２．ポリグリコシドＡは、Ｈｅｎｋｅｌから名称ＡＰＧ－６２５で入手可能。
３．ポリグリコシドＢは、Ｈｅｎｋｅｌから名称ＡＰＧ－６００で入手可能。
【００７７】
試料の調製において、成分は示されている順序で加えた。それぞれの混合物は、全ての塊
がなくなるまで、撹拌し、１２０°Ｆよりもわずかに低い温度にした。それぞれの混合物
を、空冷して室温にした。組成物Ｆは、１２０°Ｆで白色のミルク状ミニエマルションで
あり、中間温度で透明になり、最終的に室温まで冷却すると非常にわずかに濁った。組成
物Ｇは、冷却サイクルの間を通してわずかに不透明な外観を維持した。
【００７８】
組成物Ｆは、セルフサービス洗車場で試験した。試験した乗用車は、初めに水のみで流し
て、いくらかの粒子を除去し、そして２オンス／ガロンの組成物Ｆの試験溶液でスポンジ
を使用して穏やかに洗浄した。試験した自動車は水のみですすいだ。最終的なすすぎの間
に撥水効果が観察され、乾燥が促進された。乗用車本体のペイントは乾燥したときに良好
な光沢を与えたが、風防ガラスは乾燥したときに、いくらかの過剰ではない水跡を残した
が、膜は観察されなかった。結果は、他の実地試験組成物と比較して良好であり、これが
非イオン性界面活性剤に基づく組成物であり、キレート化剤、水質調節剤又はアニオン性
界面活性剤を含有しないことを考慮すると更に際だったものであった。
【００７９】
　上述の説明、例及びデータは、本発明の理解に役立つものである。しかしながら本発明
は、様々な組成物及び方法で実施することができる。従って本発明は、特許請求の範囲で
示されている。本発明の態様としては下記の態様を挙げることができる：
　（１）（ａ）効果的なマイクロエマルションを形成する量の水；
　（ｂ）（ｉ）約１～約２０分子のエチレンオキシド単位を有するＣ６～２４アルコール
エトキシレート界面活性剤；
　　　　（ｉｉ）重合度が約１～約１０であるＣ６～２４アルキルポリグリコシド界面活
性剤；
を含有し、ここで、
　　　　（ｉｉｉ）前記アルコールエトキシレート界面活性剤とアルキルポリグリコシド
界面活性剤とを、約１：４～約４：１の重量比で供給する、
効果的なマイクロエマルションを形成する量の非イオン性界面活性剤混合物；
　（ｃ）２２℃での水溶性が１ｗｔ％未満の、効果的なマイクロエマルションを形成する
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量の油、
を含有する、マイクロエマルション洗浄組成物。
　（２）前記水が約３０ｗｔ％～約６０ｗｔ％の濃度で存在する、第（１）項に記載のマ
イクロエマルション洗浄組成物。
　（３）前記油が約１ｗｔ％～約３０ｗｔ％の濃度で存在する、第（１）項に記載のマイ
クロエマルション洗浄組成物。
　（４）前記非イオン性界面活性剤混合物が約２０ｗｔ％～約６０ｗｔ％の濃度で存在す
る、第（１）項に記載のマイクロエマルション洗浄組成物。
　（５）前記アルコールエトキシレート界面活性剤とアルキルポリグリコシド界面活性剤
との比が、約１：３～約３：１である、第（１）項に記載のマイクロエマルション洗浄組
成物。
　（６）前記アルコールエトキシレート界面活性剤とアルキルポリグリコシド界面活性剤
との重量比が、約１：２～約２：１である、第（１）項に記載のマイクロエマルション洗
浄組成物。
　（７）非イオン性界面活性剤の油に対する割合が約１．４：１よりも大きい、第（１）
項に記載のマイクロエマルション洗浄組成物。
　（８）前記アルコールエトキシレート界面活性剤が、約４～約６分子のエチレンオキシ
ド単位を有するＣ１２～１５アルコールエトキシレートを含む、第（１）項に記載のマイ
クロエマルション洗浄組成物。
　（９）前記アルキルポリグリコシド界面活性剤が、重合度が約１～約５のＣ８～１２ア
ルキルポリグリコシド成分を含む、第（１）項に記載のマイクロエマルション洗浄組成物
。
　（１０）両性界面活性剤を更に含有する、第（１）項に記載のマイクロエマルション洗
浄組成物。
　（１１）前記両性界面活性剤を、約１ｗｔ％～約２０ｗｔ％の濃度で提供する、第（１
０）項に記載のマイクロエマルション洗浄組成物。
　（１２）抗菌剤、酸化性抗菌剤、腐食防止剤、及びそれらの混合のうちの少なくとも１
つを含む添加剤を更に含有する、第（１）項に記載のマイクロエマルション洗浄組成物。
　（１３）前記酸化性抗菌剤が、過酸化水素、オゾン、次亜塩素酸、二酸化塩素、及びそ
れらの混合の少なくとも１つを含む、第（１２）項に記載のマイクロエマルション洗浄組
成物。
　（１４）１ｃｍのセルに入った前記マイクロエマルションを通る可視光の透過率が、１
ｃｍのセルに入った脱イオン水を通る可視光の透過率の少なくとも９０％である、第（１
）項に記載のマイクロエマルション洗浄組成物。
　（１５）マイクロエマルションが約５０°Ｆの温度範囲内で維持される、第（１）項に
記載のマイクロエマルション洗浄組成物。
　（１６）両性界面活性剤が下記の式の化合物を含む、第（１０）項に記載のマイクロエ
マルション洗浄組成物：
【化２】

（Ｘは、炭素原子数が１～４の直鎖の又は枝分かれしたアルキレン、ヒドロキシアルキレ
ン、又はアルコキシアルキレン基；
　Ｒは、Ｒ４－ＣＯ－ＮＨ又はＲ４であり、ここでＲ４は、炭素原子数４～２２の飽和又
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は不飽和の、枝分かれした又は直鎖のアルキル基；
　Ｒ１は、水素、Ａ又は（Ａ）ｎ－Ｘ－ＣＯ２

－Ｚ＋であり、ここでＡは、炭素原子数１
～４の直鎖の又は枝分かれしたアルキル、ヒドロキシアルキル又はアルコキシアルキル、
ｎは０～６の整数、且つｚはアルカリ金属カチオン、水素イオン又はアンモニウムカチオ
ン；
　Ｒ２は、（Ａ）ｎ－Ｘ－ＣＯ２

－Ｚ＋；且つ
　Ｒ３は、なし又はＡ。）
　（１７）　両性界面活性剤が下記の式の化合物を含む、第（１０）項に記載のマイクロ
エマルション洗浄組成物：
【化３】

（Ｒは、水素、炭素原子数が１～１６の直鎖の又は枝分かれしたアルキルであり、ここで
このアルキル基は、フェニルがその中間にあり又はなく、且つＸはアニオン。）
　（１８）　ｐＨが７未満である、第（１０）項に記載のマイクロエマルション洗浄組成
物。
　（１９）　マイクロエマルション洗浄組成物を疎水性の汚れを有する物品に接触させる
ことを含む、物品から疎水性の汚れを除去する方法であって、前記マイクロエマルション
洗浄組成物が、
　（ａ）効果的なマイクロエマルションを形成する量の水；
　（ｂ）（ｉ）約１～約２０分子のエチレンオキシド単位を有するＣ６～２４アルコール
エトキシレート界面活性剤；
　　　　（ｉｉ）重合度が約１～約２０であるＣ６～２４アルキルポリグリコシド界面活
性剤；
を含有し、ここで、
　　　　（ｉｉｉ）前記アルコールエトキシレート界面活性剤とアルキルポリグリコシド
界面活性剤とを、約１：４～約４：１の重量比で供給する、
効果的なマイクロエマルションを形成する量の非イオン性界面活性剤混合物；
　（ｃ）２２℃での水溶性が１ｗｔ％未満の、効果的なマイクロエマルションを形成する
量の油、
を含有する、物品から疎水性の汚れを除去する方法。
　（２０）　前記疎水性の汚れが炭化水素油を含む、第（１９）項に記載の物品から疎水
性の汚れを除去する方法。
　（２１）　前記炭化水素油が粒子状の汚れを含む、第（２０）項に記載の物品から疎水
性の汚れを除去する方法。
　（２２）　前記物品が繊維品を含む、第（１９）項に記載の物品から疎水性の汚れを除
去する方法。
　（２３）　前記物品が硬質表面を有する物質を含む、第（１９）項に記載の物品から疎
水性の汚れを除去する方法。
　（２４）　前記物品が自動車の外部表面を含む、第（１９）項に記載の物品から疎水性
の汚れを除去する方法。
　（２５）　（ａ）前記自動車の外側表面から前記マイクロエマルション洗浄組成物をす
すぐこと、
を更に含む、第（２４）項に記載の物品から疎水性の汚れを除去する方法。
　（２６）　マイクロエマルション洗浄組成物を、疎水性の汚れで汚れた手と接触させる
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ことを含む、手から疎水性の汚れを除去する方法であって、前記マイクロエマルション洗
浄組成物が、
　（ａ）効果的なマイクロエマルションを形成する量の水；
　（ｂ）（ｉ）約１～約２０分子のエチレンオキシド単位を有するＣ６～２４アルコール
エトキシレート界面活性剤；
　　　　（ｉｉ）重合度が約１～約２０であるＣ６～２４アルキルポリグリコシド界面活
性剤；
を含有し、ここで、
　　　　（ｉｉｉ）前記アルコールエトキシレートとアルキルポリグリコシドとを、約１
：４～約４：１の重量比で供給する、
効果的なマイクロエマルションを形成する量の非イオン性界面活性剤混合物；
　（ｃ）２２℃での水溶性が１ｗｔ％未満の、効果的なマイクロエマルションを形成する
量の油、
を含有する、手から疎水性の汚れを除去する方法。
　（２７）　マイクロエマルション使用溶液を提供すること；並びに
　前記使用溶液の温度を変化させて、マイクロエマルションを分離させること；
を含む、マイクロエマルションを相転換させる方法であって、前記マイクロエマルション
使用溶液が、
　（ａ）効果的なマイクロエマルションを形成する量の水；
　（ｂ）（ｉ）約１～約２０分子のエチレンオキシド単位を有するＣ６～２４アルコール
エトキシレート界面活性剤；
　　　　（ｉｉ）重合度が約１～約２０であるＣ６～２４アルキルポリグリコシド界面活
性剤；
を含有し、ここで、
　　　　（ｉｉｉ）前記アルコールエトキシレートとアルキルポリグリコシドとを、約１
：４～約４：１の重量比で供給する、
効果的なマイクロエマルションを形成する量の非イオン性界面活性剤混合物；
　（ｃ）２２℃での水溶性が１ｗｔ％未満の、効果的なマイクロエマルションを形成する
量の油、並びに
　（ｄ）分離に効果的な量の分離剤、
を含有する、マイクロエマルションを相転換させる方法。
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